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２月２６日（火）に 

長期構想策定に向けた第１０回政策討論会を開催します。 

－限界集落問題に立ち向かう坂内再生委員会の取組の事例発表、 

「建設業」「道路施設の老朽化」についての研究発表－ 

 

県では、新たな長期構想の策定に向け、庁内の若手職員からなる「岐阜県の将来構想研究会」

を設置し、政策課題の検討を進めており、研究成果を広く県職員はじめ関係者に発表し、討議

を行う場として、「政策討論会」を開催しています。 

また、研究員をはじめ職員の知見を深め、今後の政策論議に役立てるため、各分野の専門家

や実務者を招いた勉強会を開催しているところです。 

第１０回目の今回は、実務者による事例発表と、研究会の成果発表の２本立てとし、「限界

集落問題に立ち向かう坂内再生委員会の取組について」の事例発表、「建設業について」「道

路施設の老朽化について」の研究員から研究成果発表を行い、参加者で議論します。 

 

○ 開催概要 

（１）開催日時・場所 

  日時：平成２０年２月２６日（火）１２：００～１４：００ 
  場所：県庁４階防災対策本部外部要員室（特別会議室隣） 
（２）内容 

  ○事例発表（発表、質疑応答含め 40 分程度） 

   テーマ：限界集落問題に立ち向かう坂内再生委員会の取組について 

   発表者：揖斐川町社会教育主事 小林
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○研究成果プレゼンテーション＆フリーディスカッション（１テーマ 40分程度） 

   ①建設業について 

発表者：将来構想研究員：建設政策課 池本
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   ②道路施設の老朽化について 

    発表者：将来構想研究員：建設政策課 高橋
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 主任技師 

（３）出席者 

  ○県職員（将来構想研究会メンバーに限らず、自由に参加）等、約７０～１００名程度 
   （プレス関係者の取材、討議への参加も自由） 


